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論 文 内 容 の 要 旨
目次
序 研究の方法と課題
第1篇 唐代伝奇 と 『源氏物語』における夢語の比較研究
第1章 唐代以前及び平安朝以前の文学における夢
第2章 人と神(鬼)と の交信の夢語類型 に関する比較(上)
一 『源氏物語』第1部 ・第2部 と唐代伝奇を中心にして一
第3章 人 と神(鬼)と の交信の夢語類型に関する比較(下)
一 『源氏物語』第1部 ・第2部 と唐代伝奇を申心にして一
第4章 「夢遊」という夢語類型に関する比較
一 『源氏物語』第1部 ・第2部 と唐代伝奇を中心にして一
第5章 「宇治の物語」の夢語と唐代伝奇の夢語
第6章 唐代伝奇 と 『源氏物語』における夢語の表現
第2篇 唐代文学 と平安朝物語の比較研究











して、従来の日中比較文学の方法(影 響関係を主 とする考察方法)を援用 しながら、さらに対比的




第1篇 は、 まず最:も早 く高度な虚構性を獲得 した両国の作 り物語一 唐代伝奇と 『源氏物語』 に
おける夢語に焦点をあてて、両者の異同を考察 したものである。第2編 では、より広い範囲におい
て、両文学の特質を捉えるべく、同じく遊離魂を題材 とする 「離魂記」 と 『源氏物語』の生霊課 の
異同を考察 し、更に 「物語の祖先」と言われる 『竹取物語』 と唐代伝奇との異同、な らびに 『源氏
物語』に深 く影響を与えている 「長恨歌」 と 『源氏物語』 との異同を考察 し、両文学の特質を探究
した。
第1篇 唐代伝奇 と 『源氏物語』 における夢語 の比較研究
第1章 唐代以前及び平安朝以前の文学における夢
本章は唐代以前及び平安朝以前の文学における夢を対象とし、特に中国の早期の詩集 『文選』、
『玉台新詠』 と日本の 『万葉集』に焦点をあてて、 これらの文学がそれ以前に形成された夢の理念
をどのように受け入れ、且っどのように変容 し、唐代と平安朝文学の夢語の母体 となっていったの
かを考察 しようとする試みである。
日中両国の古代の史書、特に 『史記』 ・『左伝』 と 『古事記』 ・ 『日本書紀』などにおける夢の
記録を中心に考察すると、両国の古代人はともに夢を神聖なもので、異次元の神が送 って くれる信
号だと考えている。 しか し、両国の早期の詩集一 「万葉集』 と 『文選』 ・ 『玉台新詠』における
夢のありようを見ると、かな らず しも受動的に神からの教えを受けるものとは限 らず、人間の一念
が夢見の原動力 となっている例が多く現れ、中でも、特に一途な思いが、現実世界で会えない人に
会える例が多く詠まれている。即 ち、文学世界に現れる夢は現実世界で実現 しがたいことを実現す





この二っの賦はともに夢の中で人間(懐 王、嚢王)が 「巫山神女」と交渉する夢語であるが、 こ
こに登場する 「巫山神女」はすでに従来の夢の中の 「神」.とは大きな違いを示 してい る。神 として
の絶対性 ・神聖性を失い、現実世界で求めがたい美女 となり、人間界の男性と愛を契る。詩人達は
現実世界で求めがたいことを夢の世界に托 して実現 させ、それを享受 しようとす る・のである。 「高
唐賦」などの情賦群は、いうまでもなく、詩人達の作 り上 げたロマンの世界である。 『万葉集』 に
は、「高唐賦」などの中国文学の影響を受け、「梧桐日本琴」のようなロマンの香気を匂わせる夢語
も現れるようになるが、 しかし、そこには、中国の 『文選』に見 られるような、積極的にその世界






第2章 人 と神(鬼)と の交信の夢語類型 に関する比較(上)
一 『源氏物語』第1部 ・第2部 と唐代伝奇を中心にして一
唐代伝奇 と 『源氏物語』は、それぞれ中国と日本両国において、 もっとも早 く独 自な文芸様式を
獲得 した作 り物語であるが、物語の中には人と神(鬼)と の交信の夢語類型 も多 く見受 けられる。
一体、 これらの夢語は従来の夢の観念をどういうふ うに受容 し、且っどのように変容したのか、又、
それによって、両者にどういう異同が生 じたのか、本章は特に唐代伝奇と 「源氏物語』第1部 ・第
2部にみる救済機能を持つ夢の例に焦点をあて、両文芸の特質を考察 したものである。
救済機能を持っ夢の古い型 はいうまでもな く古代史書の中にある 「夢を信 じて国を助 くる」類の
夢である。皇帝が夢の中で見たことを神仏のお告げだと信 じ、政事決定の契機 とする例は、『史記』
をはじめ、多 くの史書に残 されている。 しか し、時代が降ると、霊夢を見 ることは、 もう帝王一人
の特権ではなくなり、大臣、諸侯、一般の民衆も広 く神仏か ら夢のお告げを受けるようになる。文
芸化 されるにつれて夢のお告げは、様々な様相を呈するようになり、お告げをしてくれるのも神仏
のみに限らず、祖霊乃至一般の霊に及んでいる。そ して、「夢を信 じて国を助 くる」 とい う観念 は
しだいに 「夢を信 じて身を助 くる」 というふうに変化 していった。特に、困った時、迷 った時、人
間の力でどうしても解決できない事態に陥った場合に、常に夢のお告げによって、解決の糸口を見





も夢を信 じて国を助くるた ぐひ多 うはべりける」と夢にっいて語 らしめたことか らも窺える。ここ
で言 う 「他の朝廷」 とは言 うまでもなく中国のことである。『源氏物語』には夢によって異次元の










一 『源氏物語』第1部 ・第2部 と唐代伝奇を中心にして一
本章 は前章の延長線上で、 さらに運命を予告する夢語、亡霊が怨みを伝える夢語を通 して、唐代















世界の人間の苦悩 と逃れ得ぬ宿世の業とのか らみ合いを照 らし出し、無惨な現実世界に生きる人間
の姿を浮彫にしている。中国においても予告夢の例が多 くあるが、夢の機能の方向性は大きく異な
文86
る。特 に 『太平広記』の 「豆盧署」を例として取 ってみると、豆盧署は科挙試験を受ける前に、亡
父の霊が夢の中に現れ、「おまえは科挙試験を4回受 けてから、 はじめて受かる。そ して、20年後
にここ(衝州)の 刺史になれるぞ。その時、かならずここに亭を建てなさい。」 とあるところを指
差 しなが ら、予告 して くれた。夢を見てか ら20年後、豆盧署は現実に衙州の刺史になる。ゆえに、





て、藤壷がいかに生前 自分自身の犯 した罪で苦患 しているかを強調する。人間がいかに宿世の業に







存在の姿をありのままに浮彫にする素材 として夢を利用するのに対 して、 中国では、作者 が夢を
「奇」なる物語の核に据える傾向が濃 く漂っている。
第4章 「夢遊」 という夢語類型に関する比較




占めている。『唐人小説』に収録 されている夢語は殆どこういう類の夢語ばか りである。 そして、
「三夢記」をはじめとして、唐代伝奇における 「夢遊」類型の夢語を検索すると、殆 ど 「奇」 なる
現象を語 り伝えようとする傾向を持 っている。だが、ただ珍奇さのみを求めているというわけで も












の夢枕へ と出遊させる。作者はこの 「夢遊」を導入す ることによって、宿世を負った平安朝女性が
深く人間存在の不測性 と欠如性を味わわされるあわれな姿を浮彫にしている。






本章は 『源氏物語』の第3部 「宇治の物語」における夢語と唐代伝奇の夢語との異同を検討 し、
両文学の特質を考察 したものである。









唐代小説の中にも、「宇治の物語」のこの四つの夢語 と類似 した夢語が多 く見 られ るが、特 に
「華妃」や 「崔蝦」、「元積」などの夢語を中心にして検討すると、いずれも丁新奇」 を好む読者 の
興味を満足 させるために、「奇」なる物語として伝えようとする趣が色濃い。それに対 して、『源氏
物語』では、むしろこれらの夢語の導入によって人間が煩悩に苦 しみ、苦悩 し、往生できないのは
宿世の業 とかかわりがあると語 り、全体 には宿世 によって定められたあわれな人間存在が醸す情趣
を濃 く漂わせいてる。
第6章 唐代伝奇 と 『源氏物語』における夢語の表現





読者が物語を詠む時、推測 しながら、読み続けてゆくより他に方法がない。 しか し、推測できる余
地が与え られている唐 こそ、読者はかえって自由に様々に読んで見ることもできる。即 ち、余白が
多 く残されているために、むしろ読者は一層興味深 く読めると見ることもできる。
プロットの進展中・読者は殆 ど作者から説明も暗示 も与え られぢい状態で、筋の波に乗って来る。








を暗示する機能を有するものも多 くある。従 って、読者もそこか ら暗示を受けることが多 く、それ
らの心理描写は言わば 「準草子地」 とも言 うべきものになっている。
即ち、日本の物語文芸には、地の文の他に、「草子地」や 「準草子地」が多 く見 られるのに対 し
て、中国の伝奇小説では、プロットの展開において、読者 は作者か ら何の暗示 も与え・られない。 日
本では、「章子地」の表現を特徴とするのに対 して、中国の場合 「作者不在」 の表現の文学 である
と言えよう。
第2篇 唐代文学 と平安朝物語 の比較研究
第1章 「離魂記」と 『源氏物語』の生霊諜における遊離魂
本章は第1篇 との関連か ら、さらに、夢 と同じく神秘的現象である遊離魂を題材とした両国の作
り物語を対比 し、両文学の特質を考察 したものである。
唐代伝奇の中には、遊離魂を題材 とした恋愛物語が多 くあるが、その中で、 もっとも広く読まれ、
後世に影響を及ぼしたのは、陳玄祐の 「離魂記」である。後に元の鄭徳輝によって、『情女離魂』
という雑劇に仕立て られたこの物語は、明代には、徐応秋の 『玉芝堂談蒼』巻6に 収められ、清朝
になると 『龍威秘書』4集 や、『唐人説蕾』等の叢書にも収録される。「離魂記」 はそれぞれの時代
に、広 く人々に愛読されていったのである。一方、『源氏物語』の中にも遊離魂 に属す るものが見




在だと思われる。 このように、 この二つの物語は、重視されるべき対象であり、 また、ともに遊離
魂が作 り物語にあらわれた早い例でもあるから、両者をとりあげて対比することにする。
この二っの作品はともにきび しい現実からの救済を模索 し、文学に共感の場を求めたものと言 っ
てよいが、「離魂記」では、異次元の世界の現実世界との融合が設定され、遊離魂の持っ異次元の
力をうまく現実世界に導入し、現実世界で到底叶わぬ願望を完全に遂行 し得ている。作品中には願
望遂行に基づいて語 られた 「か くありたい」人生の姿が色濃 く漂 っている。現実世界の中心に異次
元の能力 と存在を実在 させ、それを享受する意欲 も強 く見 られる。それに対 して、 『源氏物語』 で
は異次元の遊離魂 は不可視 ・不可避の宿世の業 と一体化されて、人間の希求するものとは強烈な異
質性が示 され、現実世界とは融合しない。そして、それが翻 って、現実における無惨な人間存在の
有様を浮彫にする。作品中には 「もののあはれ」に基づいて語 られた現実の 「かくある」人間像が
色濃 く漂 っている。
第2章 『竹取物語』 と唐代伝奇




二大源流の一っとして存在する 『竹取物語』は、平安朝物語を考察するに際 しては、欠 くべからざ
るものである。
そして、紫式部に 「物語の出て来 はじめの祖」 と言われた 『竹取物語』は、また唐代伝奇 と深 く
関連 している。奈良朝から平安朝にかけて、中国か ら彩 しい唐の伝奇小説が輸入 され、 これらの伝
奇小説が愛読されるにっれて、創作意識が高まり、さらに平仮名の発達及び流布 によって、『竹取





実世界とを通底させ、現世でそれを享受 しうるように設定する。作品中には 「か くありたい」と願
う人生観が色濃 く漂っている。 これに対 して、「竹取物語』においては、神仙思想の受容によって、
一層常世の理想境の超自然的な力を意識 し、それを増幅 して語 り、人間の憧憬のすべてを象徴する
神秘的、超越的な世界として理想境は造形されているが、伝奇小説 とは異な り、その理想境は現実
世界とは完全に隔絶 した空間とされているのである。又、 このような理想境 は、入間に対 して絶対




第3章 「長恨歌」 と 『源氏物語』の桐壺の巻
「長恨歌」が 『源氏物語』、特に桐壷の巻に深 く影響を与えたことは、周知のことである。 ゆえ
に、これまでの研究 は殆 ど 「長恨歌」の 『源氏物語』に対する影響という観点か らとらえて来たも
のである。 しか し、両者 はともに喪失 した愛を語 ってはいても、「長恨歌」の世界と 『源氏物語』
の主題 とはかならず しも同じではない。それは、両者の世界観や人生観を通 して考察すると、一目
瞭然である。
「長恨歌」では、玄宗皇帝を悲嘆か ら救済するために、超自然的力として 「臨耶道士」を登場 さ
せた。道士が使者 として天上界へ赴き、玄宗皇帝の思慕を女仙になった貴妃に伝えた時、女仙の貴




を 「奮情」を忘れていない証として、道士を通 して玄宗皇帝に献上、 しかも、近いうちにかならず
「天上 ・人間」のどこかで結合することを予告する。作品には 「長恨」の他に、願望遂行の過程で
語られる 「か くありたい」人生観の色彩 も濃 く漂っている。 これに対 して、『源氏物語』で は事情
が異なる。同 じく使者として、桐壺帝の悲嘆を伝えに行 く靱負命婦には道士のような神通力がない
のだか ら、更衣の亡魂に会えるすべもないのである。従って、「長恨歌」と同 じく贈物 としての銀
を帝に持って来はするが、それは、更衣の亡霊か らではな く、更衣の母君から渡されたものに過ぎ
ない。帝はその形見を見て、思慕が深まる一方であるが、超自然的な力を有する方士を求め得ない
かぎり、更衣の亡魂のいる世界 との 「通ひ路」もなく帝の悲嘆は癒されないままである。そ して、
帝がこんなにも苦痛の深淵に陥 らなければな らないのは不可避、不可知の宿世によるものだと語 ら




かない幻の世界を観 じる目を以 って、当時の知識人たちに見 られていたに違いない。そうした知識
人 ・教養人は、 しばしば現実 と思想との乖離 と落差を味わわされ、苦悩の闇に坤吟せざるを得ない。
そういう苦悩に満ちた現実世界か ら逃避 して、文学の虚構の世界に安息と生の確認の場を求める訳
である。 しかし、唐代文学では、虚構によって、願望が実現でき、または現実世界の煩悩か ら超脱






















一 「離魂記」と 『源氏物語』を中心 として一 『集刊東洋学』(日本)
第53号1986年5月
2.中国と日本の文学における表現の比較





一 文学 と通念上の夢 との交渉 『日本語日本文学』(台湾)
第15輯1989年2月
5.日中両国の物語における夢




一 唐の伝奇 と 『源氏物語』を中心に して一 ② 『日本語日本文学』(台湾)
第17輯1991年4月
7.中国文学 と日本文学の表現







論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文は、『竹取物語』や 『源氏物語』を中心 とする平安朝物語 に及 ぼした唐代伝奇や 『長恨歌』
の影響の諸相を具体的に明らかにしたうえで、対比的考察をとおして、唐代文学 と平安朝文学の異




一 研究の方法 と課題」に述べるところであり、これまでの研究史を大 きく超えるものであること
は言 うまでもない。
以上のような方法 と問題意識 にもとついて、唐代伝奇と 『源氏物語』の夢語 りに焦点をあてて両
者の相関性と特質を明らかにし(第一篇)、次いで遊離魂のモチーフや 『長恨歌』 からの投影の比
較 ・対比をとおして唐代文学 と平安朝物語の様式的特質が究明されることになる(第二篇)。
「第一篇 唐代伝奇 と 『源氏物語』における夢語の比較研究」は、六章から成 り、比較的 ・対比
的観点から、夢語 りの物語的世界に照明をあてる。
「第一章 唐代以前及び平安朝以前の文学における夢」では、『史記』『左伝』 と1『古事記』「日
本書紀』に見 られる夢の記述を検討 して、その聖性と神との関係に言及 し、続いて 「文選』『玉台
新詠』.と『万葉集』の夢のモチーフと表現を対比的に考察 して、夢を生活化 ・現実化 して享受する
という点で、両国文学に通底するものがあるとともに、その異質性をも認め られる事実を指摘する。
「第二章」及 び 「第三章」 は、ともに 「人 と神(鬼)と の交信の夢語類型に関する比較 一 『源氏
物語』第一部 ・第二部 と唐代伝奇を中心として一 」についての考察で、唐代伝奇と 『源氏物語』
の夢の救済機能や夢告(予 告夢)の 物語的構成や叙述において、夢の 「奇」を参入的に語る前者と、
夢を媒介にして宿世の非情を自覚 していく後者の、物語的構造の共通性と異質性を鮮やかに解明す
文93
る。「第四章 「夢遊」という夢語類型に関す る比較一 『源氏物語』第一部 ・第二部 と唐代伝奇
を中心にして一 」においては、「枕中記』『南桐太守伝』と 『源氏物語』の夢遊をモチーフとする
夢語 りを対比 して、現実超脱のための虚構の装置として機能 している前者と、人間存在の深淵とし
ての宿世を認知させる役割を担 う後者 との異同の様相を丹念に照射する。「第五章 「宇治の物語」
の夢語 と唐代伝奇の夢語」の詳細な対比的考察とその結論 も上の主旨と変わるところはない。「第
六章 唐代伝奇 と 『源氏物語』 における夢語 の表現」においては、夢語 りの物語的構成上の位相や
表現上の特色 について周到な分析を行い、唐代伝奇の 「作者不在」によ る叙事的表現と、草子地の
導入 による 『源氏物語』の心理描写中心の表現とを対比的に考察する。草子地の機能に着目して、
『源氏物語』の表現を、唐代伝奇のそれから峻別した点 は、新見 として注目に値する。
「第二篇 唐代文学と平安朝物語の比較研究」は、三章から成り、遊離魂 ・神仙思想 ・『長恨歌』
など、唐代文学の主要なモチーフや主題の平安朝文学における受容の特徴と両者の異同について詳
述する。





れる。「第三章 「長恨歌」 と 『源氏物語』の桐壺の巻」は、前者の後者への具体的影響の痕跡 を
検証 しつっ、悲嘆救済的前者と、喪失悲嘆的後者の、人生観 。世界観の相違 に起因する主題の異質
性を浮き彫 りにして余すところがない。通行の諸説に訂正を迫る立論であることは言うまでもない。
「結」は、以上のような論旨を総合的 ・体系的に整理 したうえで、唐代文学の様式と平安朝文学






本論文においては、中国及び日本における伝統的な文学理念 ・文学意識に遡及 しての言及が見 ら
れず、 したがって両国の文学的様式の特質の析出に、より強力な補助線を求めえなかったことは、
ひとつの課題 として今後に残されることになるだろう。また、引用本文の釈義に、若干の疑義が存





以上の理由によって、本論文の提出社は、博士(文 学)の 学位を授与 されるに十分な資格を有す
るものと認められる。
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